
課：担当部署(R7年度機構) 部： 総合教育部 おいしい給食課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 339

事務事業名称 中学校給食における全員給食実施事業

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 15.子どもたちが健やかに育つことができるまち 性質 子育て・教育

R８年度 R９年度

〇
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

〇 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 学校給食法

関係附属機関等 枚方市立中学校全員給食事業PFI事業者選定審査会

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2020（R2）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

新給食センタ―整備等における、実施方針や要求水準書の作成と事業者公募の実施。
PFI事業者選定審査会の開催。
配膳室改修に向けた中学校との調整。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

成長期にある中学生が食育の実践とも言える、栄養バランスのとれた安全・安心な学校給食を安定して摂ることで、健康
な身体をつくるとともに、生涯に渡る健康で豊かな食生活を送るための基礎を培うことが期待できる全員給食の実施。

対象者(受益者) 市立中学校生徒/市立中学校生徒の保護者

現状・課題
・中学生の健康増進と栄養バランスの確保
・食への理解、望ましい食習慣など食育の推進

事業の概要
中学校給食は、子どもたちに栄養バランスの良い豊かな食事を提供するもので、健康増進や体位向上に加え、食育の教
材として活用しやすくなり、より豊かな学校生活をめざすため、中学校の全員給食を行う。

年間の主な事務

1.83人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 4.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 14,069 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 76 ー ー ー

　物件費計 0 ー ー ー 0 0.0%

　人件費計 14,145 ー ー ー

歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 14,145 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 0



① ％ ％ ％ ％

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績

持続可能な中学校給食の運用開始に必要な整備達成
率
①配膳室エアコン設置、②備品購入、③懇話会開催、④
今後の方針の決定、⑤方針に基づく計画の作成、⑥学
校への説明、⑦第一共調設計委託、⑧可能性調査、⑨ア
ドバイザリ―委託、⑩第三共調解体・設計、⑪配膳室拡
張設計委託、⑫第三共調工事、⑬配膳室拡張実施工
事、⑭第一共調改修工事、⑮物品・大型備品等の購入

％ 51.3 ー ー ー

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

方針に基づいた諸活動について、適切に進めていく。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

生徒にとって望ましい持続可能な全員給食を実施でき、全生
徒が栄養バランスの取れた安全安心な給食を安定的に摂る
ことで、より豊かな学校生活の実現が可能になる。

指
標

各年度における活動達成率

指
標

全員給食実施率

R6 R7 R8 R9 単位 R6 R7 R8 R9 単位

51.3 59.3 78 83.3 ％

0 ― ― ― ％

達成件数（累計）/本事業の給食提供が可能となるまでの各段階での諸
活動数×100

全員給食実施校数/全中学校数×100

0 0 0 0 ％

51.3 ― ― ― ％

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

子どもたちの健康増進や体位の向上を図り、将来に渡る豊かな食生活を培う。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

新給食センターの整備をＰＦＩ方式で実施するにあたり、アドバイザリー委託において事業者の公募を実施したが、参加意向を示す事業者がなかった。

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

公募条件・事業スケジュール等を見なおし、できる限り、早期の公募につなげ中学校全員給食の実施に向けて進めて
いく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)



課：担当部署(R7年度機構) 部： 総合教育部 おいしい給食課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 444

事務事業名称 小学校給食充実事業

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち 性質 子育て・教育

R８年度 R９年度

〇
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

〇 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 学校給食法

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 学校給食費支援事業補助金 補助金性質： 制度的補助

事業期間 事業開始 ： 2015（H27）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

・市内の全市立小学校の児童を対象に、2カ所の共同調理場（センタ―方式）、5カ所の親子調理場、22カ所の単独調理
場において調理、配送、食器・食缶等の洗浄、物資搬入管理、衛生・安全管理等の業務を直営または委託で実施するとと
もに、米飯の炊飯や検便等の業務について業務委託により実施した。
・小学校給食の無償化について2学期より実施し、子育て世帯の負担軽減に取り組むとともに、学校給食摂取基準に基づ
く給食提供を行った。
・食材料費の物価高騰相当額を枚方市学校給食会に補助し、児童に必要な栄養摂取量を満たした給食の安定的な提供と
質を確保した給食提供に取り組んだ。
・学校給食の牛乳パックについて、民間事業者と連携してリサイクルに取り組むとともに、指導担当部署と民間事業者と
の調整で児童への環境啓発の取り組みを行った。

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

子どもたちに学校給食を通じて、食育を行い生涯にわたって健全な心と身体を培い豊かな人間性をはぐくむことが出来
る状態。

対象者(受益者) 枚方市立小学校で学校給食を喫食する児童/児童の保護者

現状・課題 子どもたちの食生活の栄養の偏り、不規則な食事、肥満や生活習慣病の増加、過度の痩身志向などの課題がある。

事業の概要

・市内の全市立小学校の児童を対象に、2カ所の共同調理場（センタ―方式）、5カ所の親子調理場、22カ所の単独調理
場において調理、配送、食器・食缶等の洗浄、物資搬入管理、衛生・安全管理等の業務を直営または委託で実施するとと
もに、米飯の炊飯や検便等の業務について業務委託により実施する。
・小学校給食の無償化について、今後も子育て世帯の負担軽減に取り組むとともに、学校給食摂取基準に基づく給食提
供を引き続き実施する。
・食材料費の物価高騰相当額を枚方市学校給食会に補助することで、児童に必要な栄養摂取量を満たした給食の安定的
な提供を行うとともに質を確保した給食提供に取り組む。
・学校給食の牛乳パックについて、民間事業者と連携してリサイクルに取り組むとともに、指導担当部署と民間事業者と
の調整で児童への環境啓発の取り組みに繋げており、引き続き実施する。

年間の主な事務



① 食 食 食 食

② ％ ％ ％ ％

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員 43.17人 ― ― ―

再任用 2.00人 ― ― ―

任期付職員 0.40人 ― ― ―

会計年度任用職員 61.41人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 344,548 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

会計年度任用職員 214,860 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 1,129,100 ー ー ー 1,136,239 99.4%

　人件費計 559,408 ー ー ー

歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 1,688,508 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 1

その他 0 ー ー ー 1

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績

一般財源(物件費充当分のみ) 1,129,100 ー ー ー 1,136,238

給食費を無償化する ％ 100 ー ー ー

確実な衛生管理のもと、給食を調理し、安全に提供す
る。

食 3,947,501 ー ー ー

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

調理した給食が確実に児童に提供される

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

給食を通じて、児童の心身の健康が育まれる

指
標

調理食数に対する提供率

指
標

給食提供食数に対する喫食率

R6 R7 R8 R9 単位 R6 R7 R8 R9 単位

100 100 100 100 ％

100 ― ― ― ％

調理食数に対する提供率 喫食食数/給食提供数×100

100 100 100 100 ％

100 ― ― ― ％

子育て世代の負担を軽減する

指
標

児童１人１日あたりに負担できた給食費

指
標

保護者実費負担分を軽減できた児童１人１日あたりの給食費

R6 R7 R8 R9

説
明

給食費を無償化する

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位 R6 R7 R8 R9 単位

100 100 100 100 ％

― ― ％

給食費に対する市の負担率 市の負担額/給食費×100

100 100 100 100 ％

100 ― ― ― ％ 100 ―

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②



目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
③

説
明

給食費を補助する

ア
ウ
ト
カ
ム
③

説
明

単位

子育て世代の負担を軽減する

指
標

補助金の交付件数

指
標

物価高騰で支援した食材費を補助金で賄った割合

R6 R7 R8 R9 R6 R7 R8 R9 単位

22 22 22 22 件

100 ― ― ― ％

小学校・中学校に補助金が交付された件数 支援した食材料費/補助金×１００

100 100 100 100 ％

22 ― ― ― 件

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

児童に、安全で栄養バランスのとれた給食をおいしく食べてもらえるよう、衛生的かつ安定的な給食提供を継続していく。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

給食提供実施日すべてにおいて、共同調理場及び単独調理場で調理した安全で栄養バランスのとれた学校給食を全児童に提供することができた。

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

児童に安全で栄養バランスのとれた学校給食をおいしくたべてもらえるよう、食育も含めた安定的な給食提供に継
続して取り組んでいく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)



課：担当部署(R7年度機構) 部： 総合教育部 おいしい給食課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 445

事務事業名称 学校給食調理場施設維持管理事業

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 維持管理区分

施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち 性質 子育て・教育

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 学校給食法

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

共同調理場・単独調理場の施設管理に係る委託や、施設修繕及び工事等に関する事務。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

学校給食衛生管理基準に基づいた適切な施設維持管理が行われることにより、安全でおいしい給食を安定的に児童生
徒に提供する。

対象者(受益者) 枚方市立小中学校の学校給食調理場の設備等/枚方市立小中学校で学校給食を喫食する児童生徒及びその保護者。

現状・課題 老朽化が進む調理場の効率的な維持管理や調理場のドライ化を進めなければならない。

事業の概要
共同調理場・単独調理場において下記の維持管理業務等を実施する。
・業務委託（塵芥処理・害虫駆除・各種設備定期点検・グリストラップ清掃等）
・各種改修工事（建築物・設備）

年間の主な事務

1.60人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.80人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 12,301 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

会計年度任用職員 3,050 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 129,641 ー ー ー 183,851 70.5%

　人件費計 15,351 ー ー ー

歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 144,992 ー ー ー

0

市債 149,400 ー ー ー 100,100

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー

歳入計(物件費に充当される特定財源) 172,105 ー ー ー 125,450

その他 22,705 ー ー ー 25,350

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 58,401



① 件 件 件 件

② 件 件 件 件

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績

必要な保守点検等を実施する。（塵芥処理・害虫駆除・
各種設備定期点検・グリストラップ清掃等）

件 19 ー ー ー

必要な修理・修繕を実施する。 件 119 ー ー ー

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

学校給食調理場の継続的な運用が可能になる。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

―

指
標

修理・修繕により、継続的運用が可能になった調理場及び配
膳室の数

指
標

―

R6 R7 R8 R9 単位 R6 R7 R8 R9 単位

64 64 64 64 か所

― ― ― ― ―

全64か所 ―

― ― ― ― ―

64 ― ― ― か所

―

指
標

保守点検等により、適正に維持管理された調理場数

指
標

―

R6 R7 R8 R9

説
明

学校給食調理場が適正に維持管理される。

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位 R6 R7 R8 R9 単位

29 29 29 29 か所

― ― ―

全29か所 ―

― ― ― ― ―

29 ― ― ― か所 ― ―

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

児童・生徒に衛生管理が徹底された安全でおいしい給食を安定的に提供できる。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

年々、施設や厨房機器の経年劣化等での修繕が増加する中、必要な修理・修繕及び点検等については、滞りなく実施することができた。また、施設や設
備の緊急対応以外の修理・修繕等については、事前調査のうえ状況を見極め実施するなど、適正な運用に努めた。

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

安全で衛生的な給食を安定的に提供できるよう、適正な施設の維持管理を継続していく。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)



課：担当部署(R7年度機構) 部： 総合教育部 おいしい給食課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 447

事務事業名称 学校給食における地元農産物利用促進事業

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち 性質 子育て・教育

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 学校給食法

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2017（H29）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

小学校給食用食材として大阪府内産を含めた地元農作物の利用促進を図った。献立等を工夫することにより、できるだ
け多く地元農産物に触れる機会を設けるよう取り組んだ。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

地元産の食材を使用した学校給食を提供する。

対象者(受益者) 枚方市立小学校給食を喫食する児童

現状・課題 昨今の温暖化等による異常気象で予定していた量の確保が困難になっている。

事業の概要
小学校給食用食材として大阪府内産を含めた地元農作物の利用促進を図っている。令和４年度より精米の納入先を切り
替え、地元農産物の使用率が大幅に減少したが、引き続き枚方産及び府内産野菜の積極的な活用に取り組んでいる。今
後は、献立等を工夫することにより、できるだけ多く地元農産物に触れる機会を設けるよう取り組む。

年間の主な事務

0.35人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 2,691 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 0 ー ー ー 0 0.0%

　人件費計 2,691 ー ー ー

歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 2,691 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 0



① 日 日 日 日

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績

小学校給食用食材として、大阪府内産を含む地元農作
物を使用する。

日 85 ー ー ー

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

小学校給食用食材として、大阪府内産を含む地元農作物の
利用が促進する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

地元農産物を使用することで、地域産業への関心や理解を
深めるなどの食育を行うことが可能になる。

指
標

給食実施日数に対する地元農産物の使用日数の割合

指
標

献立表に枚方・大阪府内産農産物の使用を記載した割合

R6 R7 R8 R9 単位 R6 R7 R8 R9 単位

40 40 40 40 ％

100 ― ― ― ％

枚方・大阪府内産の米・野菜の使用日数／給食提供日数×100
枚方・大阪府内産農産物を使用した献立表にて記載した回数／全献立
表記載回数×100

100 100 100 100 ％

43.1 ― ― ― ％

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

地元産の野菜類の使用について、異常気象等により厳しい状況も懸念されるが、使用頻度を引き上げていけるよう、献立の工夫や業者との調整に取り組んでい
く。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

野菜類については、枚方産・府内産合わせて20品目33.1トン、うち枚方産は16品目24.2トン（えんどう豆、玉葱、さつまいも、大根、キャベツ、白菜、
じゃがいも、ほうれんそう、チンゲンサイ、なす、小松菜、人参、かぼちゃ、里芋、冬瓜、青葱）を使用した。

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

地元産の野菜類の使用については継続的に実施していくが、精米の使用については精米事業者の今後の対応による
ため引き続き難しい状況である。農家数の減少や天候等により厳しい状況も懸念されるが、提供日数等を増やしてい
くなど、野菜類については引き続き積極的に取り組んでいく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)



課：担当部署(R7年度機構) 部： 総合教育部 おいしい給食課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 448

事務事業名称 食物アレルギ―対応推進事業

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち 性質 子育て・教育

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 学校給食法

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2017（H29）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

・食物アレルギ―対応の適切かつ的確な取り組みを進める。（随時）
・調理場関係職員を対象にアレルギ―に関する説明を実施する。（年１回）
・アレルギ―担当部署と連携し、学校現場を対象に、研修や事故、ヒヤリハット等事例発生時の情報共有を図る。（通年）
・中学校給食において、8大アレルゲンを使用しない代替食の提供を行う。（学校給食提供期間中）

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

食物アレルギ―を持つ児童生徒がアレルゲンのある給食を誤食しないよう安全な給食の提供方法を徹底できている状
態。

対象者(受益者) 枚方市立小中学校で給食を喫食する食物アレルギ―を持つ児童生徒

現状・課題 　食物アレルギ―を持つ児童生徒がアレルゲンのある給食を誤食してしまう。

事業の概要

・食物アレルギ―対応の適切かつ的確な取り組みを進める。
・学校給食における食物アレルギ―対応上の事故（救急搬送）件数（新規発症を除く）が0件となるよう、より一層の安全
を確保する。
・中学校給食において、８大アレルゲンを使用しない代替食の提供を行う。

年間の主な事務

0.56人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.24人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 5,507 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 0 ー ー ー 0 0.0%

　人件費計 5,507 ー ー ー

歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 5,507 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 0



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績

アレルギ―に対応した給食を提供する。 回 198 ー ー ー

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

食物アレルギ―を持つ児童生徒が、アレルゲンのある給食を
誤食しないよう安全な給食が提供される。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

安心・安全な枚方の給食が提供される。

指
標

全給食提供回数のうち、調理場からアレルゲンのある給食を
誤食しない安全な給食を提供した回数の割合

指
標

学校給食における食物アレルギ―対応上の事故（救急搬送）件
数（新規発症を除く）

R6 R7 R8 R9 単位 R6 R7 R8 R9 単位

100 100 100 100 ％

0 ― ― ― 件

安全な給食を提供した回数/全給食提供回数×100

0 0 0 0 件

100 ― ― ― ％

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

マニュアルを順守して安全な給食を提供できるアレルギ―対応部署と協力しながら、児童生徒が安心して給食を喫食できる安全な給食の提供と事故防止に取り
組む。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

学校と連携しながら、マニュアルに基づいた運用を適正に行うことで、食物アレルギーのある児童生徒に対して、安全な給食提供を実施することができ
た。

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

関係部署と連携しながら、毎年説明会等を開催するなど、対応の強化に努め、食物アレルギーのある児童生徒が安心
して給食を喫食できるよう、今後もマニュアルを順守して安全な給食を提供していく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)



課：担当部署(R7年度機構) 部： 総合教育部 おいしい給食課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 449

事務事業名称 中学校給食充実事業

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち 性質 子育て・教育

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 学校給食法

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2017（H29）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

・市内の全市立中学校の生徒を対象に、第一学校給食共同調理場において、調理、配送、食器等の洗浄、物資搬入管理、
衛生・安全管理等の業務を委託で実施するとともに、米飯の炊飯や配膳、検便、施設の機械警備等の業務について業務
委託により実施した。
・食材料費の物価高騰相当額を枚方市学校給食会に補助し、生徒に必要な栄養摂取量を満たした給食の安定的な提供を
行うとともに質を確保した給食提供に取り組んだ。
・学校給食の牛乳パックについて、民間事業者と連携してリサイクルに取り組むとともに、指導担当部署と民間事業者と
の調整で生徒への環境啓発に取り組みを行った。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

生徒たちに学校給食を通じて、食育を行い生涯にわたって健全な心と身体を培い豊かな人間性をはぐくむ。

対象者(受益者) 枚方市立中学校で給食を喫食する生徒/生徒の保護者

現状・課題 生徒たちの食生活の栄養の偏り、不規則な食事、肥満や生活習慣病の増加、過度の痩身志向などの課題

事業の概要

・市内の全市立中学校の生徒を対象に、第一学校給食共同調理場において、調理、配送、食器等の洗浄、物資搬入管理、
衛生・安全管理等の業務を委託で実施するとともに、米飯の炊飯や配膳、検便、施設の機械警備等の業務について業務
委託により実施する。
・中学校給食は、平成28年度から選択制ランチボックス方式により希望する生徒への提供を行っている。
・食材料費の物価高騰相当額を枚方市学校給食会に補助することで、生徒に必要な栄養摂取量を満たした給食の安定的
な提供を行うとともに質を確保した給食提供に取り組む。
・学校給食の牛乳パックについて、民間事業者と連携してリサイクルに取り組むとともに、指導担当部署と民間事業者と
の調整で生徒への環境啓発の取り組みに繋げており、引き続き実施する。

年間の主な事務

1.97人 ― ― ―

再任用 0.40人 ― ― ―

任期付職員 0.40人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 19,279 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 445,415 ー ー ー 440,237 101.2%

　人件費計 19,279 ー ー ー

歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 464,694 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

一般財源(物件費充当分のみ) 445,415 ー ー ー 440,237



① 部 部 部 部

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績

中学校給食喫食率の向上に向けた取り組みを実施す
る。

部 115,720 ー ー ー

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

各種取り組みを通じて、中学校給食が充実する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

給食を通じて、生徒の心身の健康が育まれる。

指
標

中学校給食新規喫食者数（年度当初月以降に新規で給食を
喫食した人数）

指
標

喫食率

R6 R7 R8 R9 単位 R6 R7 R8 R9 単位

4,839 4,845 4,849 4,907 人

39.1 ― ― ― ％

給食提供対象者数 給食を喫食した生徒数/全生徒数×100

50 50 50 50 ％

1,304 ― ― ― 人

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

生徒に、安全で栄養バランスのとれた給食をおいしく食べてもらえるよう、衛生的かつ安定的な給食提供を継続していく。中学校給食について広くPRして行くと
ともに、利用しやすく魅力ある給食を提供していく。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

生徒の身体の健全な発達に資するため、第一学校給食共同調理場で調理した安全で栄養バランスのとれた学校給食を滞りなく提供することができ
た。また、主食（ご飯）の選択や給食費の振り込み方法など、利便性を図るための案内を文書等で周知するなど、継続して喫食率の向上に努めた。こう
したことで、喫食率は前年度よりも上昇している。

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き中学校給食における課題を検証の上、改善に取り組み、その内容を広く周知していくとともに、安全で利用
しやすく魅力ある給食への手法を検討しながら、喫食率の向上に向けて取組みを進めていく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)



課：担当部署(R7年度機構) 部： 総合教育部 おいしい給食課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 454

事務事業名称 樟葉西小学校給食調理場改修事業

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 維持管理区分

施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち 性質 子育て・教育

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 学校給食法

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： R3年度（2021年度） ～ 事業終了予定 ： 2024(R6)年度

樟葉西小学校給食調理場のドライシステム化への改修に係る業務。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

調理場で衛生面と機能面の充実を図った改修後のドライシステムで、樟葉西小学校児童等に安定して継続的に、安全・安
心な給食を提供できるようになる。

対象者(受益者) 市立樟葉西小学校児童/市立樟葉西小学校児童の保護者

現状・課題
建築後45年が経過する中で、学校に併設する最も古い単独の調理場の一つであり、地盤沈下により壁部分が沈み天井
等との隙間ができるなど不具合があり、安定的かつ、安心・安全な給食の提供が受けれない。

事業の概要

　「第三学校給食共同調理場老朽化対策事業」が令和2年度に完了し、小学校単独調理場の整備の間における配送体制
が整うことから、残る単独調理場については、その老朽化対策とドライシステム導入が喫緊の課題となっているため、順
次整備を進めることとなっています。（平成30年3月30日今後の調理場の整備及び運営形態について（方針決裁））樟
葉西小学校調理場は、建築後45年が経過する中で、学校に併設する最も古い単独の調理場の一つであり、地盤沈下に
より壁部分が沈み天井等との隙間ができるなど使用にあたって、不具合が生じている。また、冷凍・冷蔵設備や給排水設
備などの改修が喫緊の課題となっている。このことから、経費・工期の縮減が見込める既存の建物を活用する長寿命化
改修工事を行い、ドライシステム調理場として整備する。

年間の主な事務

0.22人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 1,691 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 159,641 ー ー ー 19,144 833.9%

　人件費計 1,691 ー ー ー

歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 161,332 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー

歳入計(物件費に充当される特定財源) 6,296 ー ー ー 7,029

その他 6,296 ー ー ー 7,029

一般財源(物件費充当分のみ) 153,345 ー ー ー 12,115



① ％ ％ ％ ％

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績

樟葉西小学校給食調理場改修を実施。 ％ 100 ー ー ー

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

新樟葉西小学校給食調理場を供用することで、安全・安心な
給食の調理が可能になる。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

樟葉西小学校児童等に安定して継続的に、安全・安心な給食
を提供できる。

指
標

安全で安心な給食調理可能数

指
標

衛生面が充実した給食を食べる児童数

R6 R7 R8 R9 単位 R6 R7 R8 R9 単位

800 ― ― ― 食

390 ― ― ― 人

新樟葉西小学校単独調理場で調理可能な食数 給食を食べる児童数

400 ― ― ― 人

800 ― ― ― 食

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

学校給食衛生管理基準に基づき、ドライシステムを導入し調理場の衛生環境が整備されることで、継続的に安全・安心な給食が提供できる。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

老朽化した楠葉西小学校単独調理場の長寿命化改修工事が完了し、令和６年度第２学期から調理場運営を再開することができた。

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

樟葉西小学校給食調理場のドライシステム化への長寿命化改修工事が完了し、樟葉西小学校児童等に安定して継続
的に、安全・安心な給食を提供できるようになった。

R７年度
方向性 終了

R7
年度

R8
年度

R9
年度

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 終了 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)



課：担当部署(R7年度機構) 部： 総合教育部 おいしい給食課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 899

事務事業名称 おいしい給食課運営事務

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 9.施策体系外 細区分 行政運営区分

施策目標 99.施策体系外 性質 内部事務・行政運営

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 決裁

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

学校給食の運営全般に関すること。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

おいしい給食課の各事業が円滑に執行できている状態。

対象者(受益者) おいしい給食課職員・職場

現状・課題 おいしい給食課の各事業が円滑に執行できない。

事業の概要 課の運営事務

年間の主な事務

2.01人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 15,453 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 10,244 ー ー ー 8,243 124.3%

　人件費計 15,453 ー ー ー

歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 25,697 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

一般財源(物件費充当分のみ) 10,244 ー ー ー 8,243



①

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績

ー ー ー

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位 R6 R7 R8 R9 単位

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

各運営事務について、組織として円滑に事務執行を行うことにより、安全で栄養バランスのとれた美味しい学校給食を確実に児童・生徒へ提供でき
た。

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

他部局や各調理場との連絡、調整を図りながら、正確かつ迅速に事務処理を行い、円滑な事務執行を行う。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)


